
学び舎通信 町内小中学校の情報を
毎月お届けします

学
習
発
表
会

『
金
小
祭
』

金
ケ
瀬
小
学
校
で
は
、
毎
年
11
月
に
学

習
発
表
会

「
金
小
祭
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
15
日
に
行
い
ま
し
た
が
、
１
年

生
だ
け
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染

症
流
行
の
た
め
に
発
表
を
延
期
し
、
翌
週

に
行
い
ま
し
た
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
保
護

者
、
地
域
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。

１
年
生
は
、
劇

「千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
。

初
め
て
の
金
小
祭
で
し
た
が
、
堂
々
と
し
た

演
技
と
き
れ
い
な
歌
声
で
、
す
て
き
な
発

表
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
生
は
、
劇

「
ゲ
ゲ
ゲ
な
ゲ
ス
ト
」
。

金
ケ
瀬
を
舞
台
に
し
、
環
境
問
題
や
身
近

な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え
る
内
容
で
し
た
。

笑
い
あ
り
、
ダ
ン
ス
あ
り
で
２
年
生
ら
し
い

楽
し
い
劇
で
し
た
。

３
・
４
年
生
は
、
合
唱
を
２
曲
。
「
し
あ

わ
せ
運
べ
る
よ
う
に
」
「
今
日
か
ら
明
日
へ
」

で
す
。
美
し
く
元
気
な
歌
声
が
体
育
館
い
っ

ぱ
い
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
表
情
豊
か
に

歌
う
姿
も
印
象
的
で
し
た
。

５
年
生
は
、
金
ケ
瀬
小
学
校
に
代
々
続

く
オ
ペ
レ
ッ
タ

「
松
山
　
京
子
先
生
物
語
」
。

松
山
先
生
は
金
ケ
瀬
地
区
で
長
年
活
躍
さ

れ
た
名
医
で
す
。
そ
の
功
績
を
堂
々
と
演

じ
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
６
年
生
。
堤
神
楽

「
弓
八
幡
舞
」

で
は
、
お
囃は

や

し子
に
合
わ
せ
華
麗
な
舞
を
披

露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
唱

「
い
の
ち
の

歌
」、
合
奏

「
名
探
偵
コ
ナ
ン
・
メ
イ
ン
テ
ー

マ
」
も
迫
力
あ
る
息
ぴ
っ
た
り
の
歌
声

・
演

奏
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
金
小
祭
も
、
各
学
年
の
特
色
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
、
心
温
ま
る
発
表
会
に

な
り
ま
し
た
。

台
湾

・
雙そ

う
れ
ん蓮

国
民
小
学
と
の
国
際
交
流

12
月
３
日
㈬
、
大
河
原
南
小
学
校
で
は
、

台
湾
の
雙
蓮
国
民
小
学
の
児
童
14
名
と
教

員
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、
国
際
交
流
を
行

い
ま
し
た
。

　
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
両
校
の
校
長

に
よ
る
挨
拶
や
記
念
品
交
換
、
学
校
紹
介

が
行
わ
れ
、
互
い
の
学
校
生
活
や
文
化
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
交
流
で
は
、
も
が
り
祭
で
行

う
予
定
の
「
新
聞
紙
ダ
ー
ツ
」
や
「
ダ
ン

ボ
ー
ル
フ
リ
ス
ビ
ー
」
な
ど
の
お
店
を
一

緒
に
回
り
、
さ
ら
に
校
庭
で
は
ド
ッ
チ

ビ
ー
や
リ
レ
ー
の
ミ
ニ
運
動
会
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
言
葉
が
通
じ
な
い
中
で
も
、
子

供
た
ち
は
身
振
り
手
振
り
や
簡
単
な
英
語

を
使
っ
て
、
自
分
の
思
い
や
ル
ー
ル
を
伝

え
合
う
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
昼
食
の
給
食
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
翻

訳
ア
プ
リ
を
活
用
し
な
が
ら
質
問
し
合
う

姿
が
あ
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

大
河
原
南
小
学
校

金
ケ
瀬
小
学
校

　
短
い
時
間
で
し
た
が
、
異
文
化
に
ふ
れ

る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
交
流
を
通
し
て

国
際
理
解
の
芽
が
育
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の

出
会
い
が
、
未
来
へ
続
く
友
好
の
架
け
橋

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

school　news

問合先　こども家庭センター (3 階②番窓口 )　☎ ０２２４－５３－２２５１

「 ヤングケアラ ー」 を知っ ていますか？「 ヤングケアラ ー」 を知っ ていますか？

hea lth ca re やっ たね！むし 歯ゼロ ３ 歳６ か月児健診（ 12/4 健診結果）

伊織さん

陽逞さん 朔空さん

陽葵さん

陽詩さん 友李乃さん

成和さん 未桜さん

優志さん 律さん茜さん由莉さん

　本来大人が担うと想定されているような家事や家族のお世話などを日常的に行っているこども・
若者のことをいいます。ヤングケアラーのケアの内容・相手・負担の程度はさまざまで、家庭の状
況によって異なります。

　こども・若者が家の中のこと（家事やお世話）をお手伝いすることは、生活力を身に付けたり、
責任感や社会性を学ぶうえでは大切なことです。しかし、それがこども・若者にとって重い負担に
なり、学業や仕事など生活に影響がある場合には、ヤングケアラーとしての問題が出てきます。
～ヤングケアラーの問題～
○自覚がないためサポートを自分から求めることが難しい
○家庭の問題は周囲が気づきにくい
○相談できずに孤立しやすい
○勉強時間や友達と過ごす時間が取れなくなる可能性があり、進学や就職、対人関係などその後
　の人生に影響する心配がある
　町では今後もヤングケアラーの啓発や関係機関との連携を進め、
こども・若者の意見を聞きながら必要な支援を一緒に考え、孤立し
ない地域作りに向けて取り組んでいきます。
　ヤングケアラーについての詳細はこども家庭庁のホームページをご
覧ください。

問合先　子ども家庭課　母子保健係 (3 階②番窓口 )　☎ ０２２４－５３－２２５１

  ヤングケアラーとは何か

  なぜ問題なのか

ホームページはこちら


